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 この問題についての従来の研究は、概ね 2006 年前後までの分析にとどまり、「東北振興」
策の成果についての評価を下すことはできなかった。本論文は、この問題について 2010 年
前後まで分析を拡張することにより、「東北振興」策が、都市貧困問題対策としては成功し
ていないこと明らかにした。この点は、本論文独自の貢献であり、東北地域の経済分析の
研究史において足跡をしるすものと言えよう。 
 しかしながら審査においては、本論文の問題点として以下の点が上げられた。 
① 貧困問題を論ずる際に、都市戸籍を持つ者だけを対象とするのでは、あまりにも限定
的ではないか。農村戸籍者も含めて、中国全体の貧困問題をとらえるべきではないか。 
② 格差拡大・格差縮小の未達成という実態の把握は詳しいが、中国東北三省の格差形成
のメカニズムについて理論的な掘り下げが必要である。 
③ 民営中小企業の発展に、都市貧困問題解決の鍵を見ているが、国際的環境も含めて中
小企業発展の条件についてより深く把握する必要がある。 
 以上のような問題点が指摘されたが、これらの問題は、著者が引き続き考究すべき問題
点というべきであり、本論文が持つ研究上の意義を減殺するものではなく、本論文は学位
授与に値するものである、と審査員全員の意見が一致した。 
 
